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4U 北陸病碧虫研究会会報．第2号

第2表ボルドー液撒布と分生胞子飛散との関係第3表病果発4
通りであり，

袋掛を行った

果澄への發病

は8月以降急

激な進展を示

すものAよう

で，6月～7月

頃幼果に發病

して落果とな

るものは，小

袋掛前に既に

飛散する胞子

が果面に附蒲

していて袋内

第3表病果発生並に病勢進

展調査表
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午後に蕊割撒布 ､－－~~‐‐‐－－ー一~~~~~－~~‐~－－‐し~しい~L設門

で發芽侵入するものム如く，收磁直前に急激に病

勢が進展して多数の病果を生ずるのは8厩中旬以

降に果蜜の急激な肥大に伴って生ずる破袋部から

の侵入が大きいからであろうと老へられる。

從って袋C慰類並に大いさについての研究と併
せて8月から收礎期に至る間の藥割撒布の徹底は

本病防除の上に極めて重要な役割を持つも｡と思
われる。（長野縣立農事試醗場下伊那分場〕
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新潟縣に於ける二化蟆虫の第3化期発生
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新潟縣に於て過去の記録を見ると，殆んど大部／ピークの現れとなるとは考えられず，叉氣象的因
分の年に第3化と思われるピークが見られる。特子よりしても飛翅妨害,の條件は全く認められな
に1950年に終ては北陸各地にこれが顯著艇認めら、い。

れた。叉田中の第2化期飼育試験に於て第3化の．2）有効稜算温度よりしても，第’化期に於て
成虫及び蝿を得ておる。これらの事資が第2化の八木博士の計算した有効積算温度より遥かに少い●
迩發したものでないという証明としてば次の事がもので･'世代が完結しており，どの有効積蝿度
あげられる。 を第2ｲ蝿と比較する場合は遙かに第2化期の方
1）第ユ化に於ては刈株或は鵡等とその越多條‘がその世代を完結する可能性が大きい。

件により發蛾期に大きな差の現耽る事は考えられ3〕深谷博士の卵期の後期接鯛温度が低ければ
ろが，第2化に於乞は品種及び栽培法の差は別に化踊は困難であるとの説は，第1化期に於て低温

←



新潟縣に於けるﾆｲﾋ顛虫の第3佃靭発生二化娯虫の防除に就いて41

に4日間も接鯛しておって筒化踊しておる事がらこれによっても第3化蕊生の可能性力溺えられ

して，この低温も第3化を生ずる鋪化虫となる事る。時度とは時間に對する有効穣算温度であり，
に妨げとならない。24で除したものを仮日度とした。こ上には深谷博

4）卵期の低温が無漉されるものとして,謹温士の葉綴により2rc以上を有効とした｡仮日度及
度が有効穣算温度的に作用すると考え，自記温度ぴこ恥に基歩く相當温度は厳密な意味はもたせら

位…畦周8号心．，術･‐‐‐‐_－－－．．－．‘へ，．._….雷、P，－1陣一睡哩号△．’、~‐

れないが，大体初期發生虫の中40％が第3化とな

りうる事になり，第1化の最盛期の卵が第2化期

の成虫を生ずるよりも，第2化初期の卵が遥かに

第3化を生じ易い條件があると云える。
・も

以_kの温度はすべて撫候の温度をもって論じ
てきたが，これで大きな誤がない事は別のデータ

ーにより証明される。

噺澗際立農業賦鰐鰯）

計により次の糠な表を作る。
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二 此蟆虫の防除に就いて
0
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場の選び方は閏脱法を採用し，圃場の中央部に於

て五ケ所謹選出し'区営りめ直噸は5坪，2区制
とじだ。植方様式は正條植で坪44株である。

次ぎに，藥剣撒布の時期であるが藥齊I撒布の効
力を股も發揮するの健成虫や孵化し;て喰入しよう
とする幼虫を對象とした時であるから，最盛日を

前後して藥濟ﾘが撒布される､ようにした。即ち，昭
和24年第i化期最盛日は昭和25年第’化期最盛日
より6日間の早發とたっているので，昭和24年第

2化期の最盛日は8月6日であったから,1本25年第

2化期に於ても異状的氣象歌態を認め芯ければ，

おそらく8月第'牟旬に最盛日が來ろだろうとの
予想のも‘とに，蕊譲り撒布の隊期を7月29日及び8
月8日いづれも晴天の日に資施した。本年（畷和

25年)'最盛日は予期した様に8月3日ぞあり，従

って藥割撒布嫁適中した様である。

試鹸成績

1．試職圃場江沼郡動橋町西田氏圃場

，從來から2化蝮虫の防除法とlﾝて採卵，葉鞘愛

色形の摘採及び誘峨燈に依る誘殺法が研究さ’れ現

在活用されて居るのであるがjこれ等の防除法は

勢力の点や叉誘蛾燈設置の不伽設置費用の問題
がからんで,！その効果は現在余り好しくない様に

思われる。要するに，今後は鍔力の問題，或ば設

備の問題を解決す畳ごとに依って大いに期待すべ

き効果が蕊げられると思惟せられる。叉近年新農

薬の出現に依って,全く-薪しい観点からとのBH
C,DD画の接臘毒,嬉蒸の3利点に着眼して各

地で試職が行われて居る軌依って當動橋観察所に

於て行った成綴を参考迄に御報告する。
試醗方法

本試醗は江沼郡動橋町に於て第2化期に資施

し，供試品種は農林21号（縣奨勵品種〕を囲い

た・（第2化期の被害嫁全般的に晩生種に多かっ

たので，晩生種につき調査を進めたかったのであ

るが,圃場の関係上中生種を選揮した)。試駿圃
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